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公
務
員
給
与
の
「
生
計
費
原
則
」
を
無
視
し
、
民
間
準

拠
を
唯
一
の
根
拠
と
し
た
、
３
年
連
続
の
給
与
削
減
勧
告

に
、
組
合
員
の
怒
り
は
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
ま
す
。
１０
月

１４
日
に
と
り
く
ま
れ
た「
自
治
労
連
現
業
全
国
統
一
行
動
」

に
は
、
名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
や
豊
橋
、
瀬
戸
、
春
日
井
市
職

労
な
ど
が
、
退
庁
時
の
決
起
集
会
、
ま
た
、
他
の
単
組
で

は
早
朝
宣
伝
や
学
習
会
を
と
り
く
み
、
２
０
０
０
人
以
上

の
組
合
員
が
地
域
・
職
場
で
怒
り
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

現
業
の
民
営
化

不
補
充
は
許
さ
ん
！

名
古
屋
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

は
、
西
庁
舎
正
面
に
、
お
よ
そ

１
５
０
０
人
の
組
合
員
が
結

集
。
市
職
労
・
大
橋
委
員
長
は

あ
い
さ
つ
で
、
現
業
の
退
職
不

補
充
の
撤
回
と
、
公
務
員
の
賃

下
げ
を
し
な
い
よ
う
に
と
強

調
。
そ
の
後
、
単
組
・
分
会
の

代
表
者
１０
人
が
、
か
わ
る
が
わ

る
職
場
の
実
態
と
改
善
を
求
め

て
訴
え
ま
し
た
。
名
水
労
の
大

井
書
記
長
や
、
港
職
労
の
後
藤

書
記
長
ら
は
、「
人
生
設
計
を

大
き
く
狂
わ
す
定
年
延
長
は
許

さ
な
い
」
と
い
い
、
市
職
労
青

年
部
・
安
田
広
恵
さ
ん
は
、「
青

年
は
有
給
も
と
れ
ず
、
連
日
、

残
業
が
続
き
、
７５
％
が
人
員
増

を
望
ん
で
い
る
」
と
、
適
正
な

人
員
確
保
を
要
求
し
ま
し
た
。

現
業
職
場
か
ら
は
、「
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
の
に
、

民
営
化
や
退
職
不
補
充
、
さ
ら

に
は
賃
金
２
割
削
減
な
ど
が
強

行
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と

怒
り
の
声
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。

他
に
も
、「
６５
才
の
看
護
師

が
夜
勤
で
働
か
さ
れ
て
は
、
医

療
ミ
ス
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
」（
病
院
労
組
）
、「
介
護

労
働
者
が
働
き
や
す
い
よ
う
に

処
遇
改
善
を
」（
な
ご
や
介
護

労
組
）
な
ど
の
声
が
上
が
り
、

学
事
労
か
ら
は
、
組
織
拡
大
の

と
り
く
み
が
紹
介
さ
れ
、
最
後

に
団
結
が
ん
ば
ろ
う
。
要
求
実

現
へ
、
た
た
か
う
決
意
を
示
し

ま
し
た
。

産
・
育
休
の
代
替
は

正
規
職
員
で

豊
橋
市
職
労
は
、
退
庁
時
決

起
集
会
を
行
い
、
西
館
１
階
に

約
４
０
０
人
が
集
結
。
秋
季
年

末
確
定
闘
争
で
要
求
前
進
め
ざ

す
意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。

長
坂
委
員
長
は
、「
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
、
公
務
員
の
は

た
す
役
割
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
必
要
な
人
員
確
保
、
職

員
の
が
ん
ば
り
に
ふ
さ
わ
し
い

賃
金
が
必
要
。
不
当
な
勧
告
を

は
ね
返
し
、
前
進
を
勝
ち
と
っ

て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

本
庁
な
ど
複
数
の
職
場
か

ら
、
総
対
話
で
出
さ
れ
た
、「
産

休
・
育
休
の
代
替
は
確
実
に
正

規
職
員
で
行
っ
て
欲
し
い
」
な

ど
の
声
を
紹
介
し
な
が
ら
、
今

後
の
交
渉
日
程
、
定
年
延
長
に

対
す
る
と
り
く
み
方
向
な
ど
を

示
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
４
人
が
発
言
。
白

井
現
評
常
幹
は
、「
賃
金
が
安

い
上
に
、
人
員
削
減
や
民
間
委

託
な
ど
が
常
に
言
わ
れ
、�
公

務
員
は
安
定
し
て
い
る
�
な
ん

て
と
ん
で
も
な
い
。
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
奮
闘
し

て
い
く
」
と
発
言
。
組
合
員
の

力
で
要
求
前
進
を
め
ざ
す
こ
と

を
確
認
で
き
た
、
元
気
な
集
会

と
な
り
ま
し
た
。

市
民
生
活
向
上
へ

必
要
な
人
員
を

春
日
井
市
職
労
現
業
評
議
会

は
、
市
総
合
体
育
館
で
６０
人
が

集
結
。
関
戸
現
業
評
議
長
は
、

「
３
年
連
続
と
な
る
マ
イ
ナ
ス

人
勧
を
は
ね
返
そ
う
」
と
開
会

あ
い
さ
つ
。
平
尾
現
評
書
記
長

は
、「
市
民
に
安
心
・
安
全
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
、
人
員
増
の
た
た
か
い
を
重

点
提
起
と
す
る
」
と
提
案
。
清

掃
な
ど
５
職
場
の
代
表
か
ら
、

人
員
増
な
ど
の
課
題
で
た
た
か

う
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
時
に
奮
闘

安
全
な
く
ら
し
を

瀬
戸
市
職
員
労
働
組
合
現
業

評
議
会
は
、
退
庁
時
の
決
起
集

会
を
行
い
ま
し
た
。
開
会
あ
い

さ
つ
で
、
和
久
井
現
評
書
記
長

は
、「
３
月
の
大
震
災
で
、
自

治
体
労
働
者
は
全
力
で
奮
闘
し

た
。
ま
た
、
９
月
の
台
風
１５
号

に
よ
る
水
害
で
も
市
民
の
安
全

の
た
め
、多
く
の
職
員
が
奮
闘
。

自
治
体
職
員
の
役
割
を
市
民
の

み
な
さ
ん
に
も
広
く
知
ら
せ
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
ま

し
た
。
集
会
に
は
、
各
職
場
か

ら
３８
名
の
仲
間
が
か
け
つ
け
、

秋
闘
の
と
り
く
み
へ
団
結
を
固

め
ま
し
た
。

１１００
・・
１１４４
自自
治治
労労
連連（（
現現
業業
））全全
国国
統統
一一
行行
動動

西
館
に
４
０
０
人
が
集
結（
豊
橋
市
職
労
）

人員増などを求めて団結（春日井市職労）

榑
松
幹
事
が
開
会
あ
い
さ
つ
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国
連
が
「
貧
困
撲
滅
の
た
め

の
国
際
デ
ー
」
と
定
め
て
い
る

１０
月
１７
日
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
愛
知
が
呼
び
か
け
た
「
ワ

ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く
そ
う
〜

雇
用
か
ら
考
え
る
」
が
、
愛
知

県
司
法
書
士
会
館
で
開
か
れ
、

８６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
愛
労
連
青
年
協

の
原
彩
子
さ
ん
と
筬
島
さ
ん
か

ら
最
低
賃
金
生
活
体
験
の
報

告
、
山
田
壮
志
郎
・
日
本
福
祉

大
学
准
教
授
の
「
生
活
保
護
を

め
ぐ
る
最
近
の
動
き
」、
加
藤

瑠
美
子
・
愛
知
社
保
協
事
務
局

長
の
「
税
と
社
会
保
障
の
一
体

改
革
」
な
ど
情
勢
と
運
動
の
方

向
に
つ
い
て
の
報
告
の
後
、
東

洋
経
済
新
聞
社
記
者
の
風
間
直

樹
さ
ん
か
ら
、
取
材
に
も
と
づ

く
「
ト
ヨ
タ
を
は
じ
め
と
す
る

大
企
業
に
増
大
す
る
期
間
工
や

派
遣
労
働
者
。
原
発
を
め
ぐ
る

７
次
、
８
次
に
及
ぶ
重
層
下
請

け
の
ピ
ン
ハ
ネ
構
造
な
ど
、
資

本
の
論
理
に
労
働
者
が
痛
め
つ

け
ら
れ
、
貧
困
に
追
い
や
ら
れ

て
い
る
実
態
」に
つ
い
て
講
演
。

和
田
肇
・
名
古
屋
大
学
法
学
研

究
科
教
授
は
、「
最
賃
で
フ
ル

タ
イ
ム
、
１
年
間
働
い
て
も
社

会
保
障
費
や
税
金
を
引
い
た
ら

１
２
０
万
円
余
な
ど
、
国
の
制

度
が
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
み

出
し
て
い
る
」
と
、
劣
悪
な
現

実
を
指
摘
。
愛
知
で
も
貧
困
な

く
す
運
動
を
大
き
く
展
開
し
、

持
続
可
能
な
労
働
シ
ス
テ
ム
を

作
り
上
げ
よ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

貧貧
困困
撲撲
滅滅
国国
際際
デデ
ーー

ああ
いい
ちち
集集
会会
にに
８８６６
人人

各職場から集まり、意思統一（瀬戸市職労）

住民が主人公の地方自治
をすすめる交流集会
１１／１２�１１３３：：３３００～～労労働働会会館館

七団体共同

名 古 屋
ブロック１５００人が団結ガンバロウ！（名古屋ブロック）
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河
村
名
古
屋
市
長
は
、
今
年

５
月
、
財
政
負
担
軽
減
の
た
め

と
し
て
、
新
名
古
屋
市
立
病
院

改
革
プ
ラ
ン
を
示
し
、
守
山
市

民
病
院
を
指
定
管
理
に
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

守
山
区
内（
中
心
部
）に
は
、

開
業
医
が
多
く
、
総
合
病
院
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
、
守

山
市
民
病
院
は
産
婦
人
科
な

ど
、
地
域
の
医
療
を
守
り
、
支

え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
医

師
不
足
な
ど
で
、
診
療
科
目
が

へ
ら
さ
れ
、
市
は
３
年
間
の
病

床
利
用
率
が
７０
％
を
下
回
る
と

し
て
、県
下
の
病
院
開
設
者
に
、

守
山
市
民
病
院
を
買
い
と
る
意

志
が
あ
る
か
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
動
き

に
対
し
、「
守
山
市
民
病
院
を

守
る
会
」（
組
合
と
市
民
団
体

で
構
成
）
は
、
共
同
の
た
た
か

い
を
展
開
し
、「
守
山
市
民
病

院
の
存
続
と
充
実
を
求
め
る
請

願
署
名
」
に
と
り
く
み
、
近
隣

地
域
へ
の
ビ
ラ
配
布
な
ど
、
住

民
へ
の
呼
び
か
け
を
強
め
て
い

ま
す
。
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地
域
住
民
と
病
院
労

組
は
、２
０
０
３
年
に
、

守
山
市
民
病
院
の
民
営

化
を
阻
止
し
た
と
き
か

ら
、
つ
な
が
り
が
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
ふ
た
た

び
、
病
院
の
危
機
と
い

う
こ
と
で
、「
守
る
会
」

は
、
労
組
と
共
同
で
奮

闘
。
近
隣
の
住
民
が
直

接
、
署
名
を
病
院
へ

持
っ
て
き
た
り
、
病
院
前
の
署

名
行
動
で
は
、
１
回
で
３
０
０

〜
５
０
０
筆
が
集
ま
る
広
が
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。
病
院
の
利

用
者
か
ら
は
、「
が
ん
ば
っ
て
」

「
病
院
を
守
っ
て
」
な
ど
、
激

励
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
ま
す
。

「
守
る
会
」の
橋
本
会
長
は
、

「
民
間
だ
と
病
院
を
勝
手
に
移

転
し
た
り
、
も
う
か
ら
な
い
科

は
や
ら
な
か
っ
た
り
す
る
。
ま

た
、
災
害
時
の
対
応
が
不
安
。

９
月
の
台
風
１５
号
の
豪
雨
に
よ

る
堤
防
決
壊
で
は
、
病
院
に
逃

げ
込
ん
で
き
た
人
も
い
る
。
こ

の
場
所
は
比
較
的
安
全
で
、
公

立
だ
か
ら
こ
そ
、
緊
急
時
の
対

応
が
で
き
る
」と
強
調
し
、「
な

に
が
な
ん
で
も
守
り
ぬ
く
」
と

決
意
を
語
っ
て
い
ま
す
。

病
院
労
組
の
鰤
岡
副
委
員
長

は
、「
パ
ー
ト
の
職
員
や
病
院

に
く
る
業
者
に
声
を
か
け
た

ら
、
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
共
同
を
ひ
ろ
げ
、

安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

病
院
に
し
て
い
き
た
い
」
と
。

現
在
、
４
５
０
０
筆
ほ
ど
集

ま
っ
て
い
る
署
名
を
、「
１１
月

議
会
ま
で
に
、
１
万
筆
に
し
た

い
」
と
存
続
へ
全
力
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

行
動
前
に
守
る
会
の
み
な
さ
ん
と

自
治
労
連
共
済
の
と
り
く
み

に
つ
い
て
学
習
す
る
自
治
労
連

共
済
学
校
が
１０
月
８
日
に
開
催

さ
れ
、
１５
単
組
・
３９
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

自
治
労
連
共
済
本
部
の
平
澤

事
務
長
は
、
３
年
連
続
し
て
対

前
年
比
増
に
な
っ
た
こ
と
を
ふ

ま
え
て
「
自
治
労
連
共
済
の
さ

ら
な
る
発
展
を
め
ざ
そ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、「
２
０

１
３
年
制
度
改
定
組
織
討
議

案
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

単
組
の
と
り
く
み
の
報
告
で

は
、
学
事
労
が
新
規
加
入
者
に

対
す
る
５
、０
０
０
円
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
を
決
め
て
募
集

中
。
豊
橋
市
職
労
で
は
、
２
０

０
８
年
か
ら
４２
型
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
実
施
し
、
昨
年
の
継
続
率
は

７０
％
で
、
セ
ッ
ト
共
済
の
本
人

加
入
が
７
８
０
名
・
組
合
員
比

２９
・
８
％
に
な
っ
て
い
る
と
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
半
田
市
職

は
、「
半
田
ご
ん
�
型
」（
月
掛

金
７
５
５
円
）
を
組
合
新
規
加

入
者
に
１
年
間
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
こ
と
に
し
た
と
報
告
し
ま
し

た
。

自
治
労
連

����� 安くて
安心

病気入院
５０００円／１日

掛金
１７９０円／月�

革
新
市
政
の
会
２
０
１
１

年
度
世
話
人
総
会
が
、
１０
月

１８
日
労
働
会
館
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
５０
人
が
参
加
。
名
古

屋
市
長
選
挙
に
向
け
て
の
基

本
方
針
を
論
議
。
候

補
者
・
政
策
・
運
動

を
一
体
の
も
の
と
し

て
と
り
く
み
、
要
求

の
多
数
派
へ
と
り
く

み
を
強
め
て
い
こ
う

と
確
認
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
河
村

市
政
が
お
こ
な
う
事

業
仕
分
け
に
か
か
わ

り
、
敬
老
パ
ス
の
現

行
制
度
守
れ
の
宣
伝
行
動

に
、「
私
に
も
マ
イ
ク
を
貸

し
て
」
と
、
女
性
が
飛
び
込

ん
で
く
る
な
ど
、
市
民
の
な

か
に
あ
る
怒
り
を
実

感
し
た
年
金
者
組
合

の
行
動
を
は
じ
め
、

国
保
料
を
引
き
下
げ

よ
、
公
的
保
育
の
充

実
で
待
機
児
童
を
解

消
せ
よ
、
生
命
・
財

産
を
守
る
防
災
を
充
実
さ
せ

よ
、
な
ど
市
民
要
求
を
実
現

す
る
先
頭
で
奮
闘
し
よ
う
と

の
決
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
澤
さ
ん
の
講
演
を
き
く

参
加
者

●
幸
田
町
職
労
（
９
月
２８
日
）

執
行
委
員
長

藪
田

芳
秀

副
執
行
委
員
長

大
須
賀
政
直

書

記

長

太
田

義
裕

書

記

次

長

丸
山

恭
央

会

計

手
嶋

大
地

●
自
治
体
一
般
（
１０
月
８
日
）

執
行
委
員
長

林

達
也

副
執
行
委
員
長

柳

進

書

記

長

伊
藤

英
一

●
半
田
市
職
（
１０
月
１２
日
）

執
行
委
員
長

熊
谷

弘

副
執
行
委
員
長

鈴
木

孝
雄

〃

村
田

尚
巳

書

記

長

畑
中

邦
彦

書

記

次

長

杉
浦
小
奈
江

●
瀬
戸
市
職
労
（
１０
月
１２
日
）

執
行
委
員
長

遠
藤

勇

副
執
行
委
員
長

大
塚

秀
夫

副
執
行
委
員
長

加
藤

徹

〃

戸
田
く
み
子

書

記

次

長

上
四
元
直
樹

会

計

岡
田

正
大

●
新
城
市
職
労
（
１０
月
１４
日
）

執
行
委
員
長

中
村
や
よ
い

副
執
行
委
員
長

中
野
み
さ
子

書

記

長

浅
尾

洋
平

書

記

次

長

細
田
由
起
子

１
０
３
２
号
の
ク
イ
ズ
の
答

え
は
「
コ
ウ
コ
ウ
ヤ
キ
ュ
ウ
」

で
し
た
。
４２
通
応
募
が
あ
り
４１

通
が
正
解
で
し
た
。
以
下
の
方

に
図
書
カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

伊
藤

友
伸（
豊
橋
市
職
労
）

伊
藤

義
雄（
名
古
屋
市
職
労
）

笠
原

里
紗（
春
日
井
市
職
労
）

末
広

雅
子（
春
日
井
学
校

給
食
会
労
組
）

杉
浦

智
子（
半

田

市

職
）

杉
浦

正
子（
西

尾

市

職
）

早
瀬

牧
子（
学

事

労
）

森

加
代
子（
名
古
屋
市
職
労
）

山
口
惠
美
子（
蒲

郡

市

職
）

横
田

智
子（
名
古
屋
市
職
労
）

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、
解
答
お
よ
び
名

前
・
組
合
名
・
職
場
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
名
に
図
書
カ

ー
ド（
１
０
０
０
円
分
）を
贈

呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２
�
０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
３
丁
目

７
�
８

自
治
労
連
愛
知
県

本
部
教
宣
部

締
め
切
り
は

１１
月
３０
日
必
着
。
ハ
ガ
キ
に

必
ず
近
況
や
職
場
で
の
話

題
、「
あ
い
ち
の
仲
間
」
の

感
想
や
載
せ
て
ほ
し
い
話
な

ど
、書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

クク
イイ
ズズ
のの当当

選選
者者
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